
「館山まるごと博物館」のスタディツアーガイドで“平和の文化”を学ぶ  

 コロナ禍で中止・延期となっていたスタディツアーが復活してきています。夏以降、小学校教員の

教材研究や退職教員の生涯学習、大学のゼミ合宿、平和活動のセミナーツアー、中学・高校の平

和学習など、様々な団体が各地から訪れました。200 人や 300 人規模の学生団体も来るようにな

り、新しいガイドメンバーが活躍しはじめています。 

 私たちは有形無形の文化遺産を“屋根のない博物館”と捉え、市民

が学芸員となって研究・展示・保全などのエコミュージアム活動を進め

ています。「館山まるごと博物館」では、戦争遺跡の平和学習ばかりで

なく、移民や遭難救助など善隣友好を育んだ国際理解教育、貝磨き体

験などの環境学習、海岸段丘や断層などの地質学、地震・災害の復興

救済など、多面的な“平和の文化”を学ぶことができます。公式サイトの

「スタディツアーガイド」から、赤字の参考資料をご覧ください。 ▲QR 
          ガイドスタッフの打合せ 

 

    
       赤山地下壕内の発電室                   特攻艇「震洋」基地跡               ハングル「四面石塔」 

 

        「噫従軍慰安婦」碑   

          

      座学 「館山まるごと博物館」    

 

紙芝居 「南総里見八犬伝」            

 
  貝磨きアクセサリー作り              毎月第１日曜午前は赤山ガイドサービス 
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旧安房南高校木造校舎の 

10/29・30（土日） 見学会、４年ぶり開催   

 白鳥が羽を広げたようなシンメトリーの美しい

木造校舎は、1930 年建立の千葉県指定有形

文化財。県教委の委託を NPO が受け、安房

高等女学校木造校舎を愛する会の協力で  

が４年ぶりに開催。感染対策のため日時指定

の予約制。２日間にわたり 520 名の来場者を

迎えました。安房の美術教育に貢

献した芸術家の作品展や、教材展

示、ロケで撮影された映画紹介な

どを楽しんでいただきました。 

  
市民協働のウガンダ支援交流と 

友情の絆２８年のあゆみ展 

 ８月にとみうら枇杷倶楽部ギャラリーで開催され

た第１８回安房・平和のための美術展では、平和

活動団体へのチャリティ企画であり、ウガンダ支援

交流へ５万円の協賛寄付をいただきました。 

１０月のウガンダコーヒー月間では、協賛２６店

舗と１団体が参画し、流通量●ｋｇで支援金●とな

りました。ご賛同くださった皆様、ありがとうございま

した。なお、数店およびオンラインショップでは通

年の販売を取り扱っていますのでご利用ください。 

 また、平和美術展および１０月の南総文化ホールギャラリーにて、「ウガンダ支援交流２８年のあゆみ」展を開催

しました。１９９４年から安房南高校に始まり、統廃合を経て安房高校 JRC 部、安房西高校 JRC 部へとバトンが 

引き継がれ、２０００年にはウガン

ダに“安房南”と命名された洋裁

学校が開かれています。この間

の各校が文化祭で紹介した展示

資料や現地の写真などを紹介し

ました。 

 
第２８回安房地域母親大会  

～前川喜平氏の教育講演  10/１０（祝）      

 当 NPOが実行委員会の構成団体として開催している安房地域

母親大会では、【教育の今、子どもの未来を考えよう！】をテーマ

に、元文部科学事務次官で現代教育行政研究会代表の前川喜

平さんを招き、230名が聴講しました。 

 教育基本法改正に関する問題点をはじめ道徳教科書問題や

歴史認識問題、旧統一教会に関わる諸問題などを分かりやすく

解説してくださいました。さらに今回浮き彫りになった宗教二世に

ついては、子どもたちの学習権をどう保障するかという課題が明らかになってきたと述べました。収入が献金に

回されて教育虐待が起きがちな家庭では、子どもたちへの支援金が奪われないように、文部科学省は全ての子

どもに行き渡るような普遍主義的な支援制度が必要だと指摘されました。 

第二部では、千葉大学教育学部附属小学校の中谷佳子教諭から、コロナ禍におけるオンライ

ン教育の苦労と実践について報告いただいた後、トークセッションでは会場からの質疑を受けて

お二人から発言していただきました。 

◀ YouTube動画       ⇒ 資料をご希望の方は、NPO事務局までお問合せください。 
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第 28回平和のための戦争展 

1１/11（金）～13（日） 入場無料 
船橋市民ギャラリー（船橋スクエアビル 3F） 

 

NPO安房文化遺産フォーラムからパネル出展 

高校生と市民協働のウガンダ支援交流 28年 
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